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2009 年 7 月 1 ～ 30 日の 1 か月間，この品川キャンパスでは，海洋大付属図書館と海洋科学部付属水産資料館の合同企画
による「天皇陛下の魚類学ご研究」と題する特別展示が水産資料館で開催された。この年は天皇皇后両陛下ご成婚 50 年・
ご即位 20 年にあたる年であると同時に，秋には「第 29 回全国豊かな海づくり大会（中央大会）」がこのキャンパスでおこ
なわれことを記念しての催しである。大学の教職員の方がたや高木名誉教授などのご努力によって，特別展示はひじょうに
中身の濃いものになり，7 月 24 日には天皇皇后両陛下のお出ましを賜った。私も，その前日に「皇室と生物学ご研究」と題











こうして昭和天皇は，「日本産 1 新属 1 新種の記載をともなうカゴメウミヒドラ科 Clathrozonidae のヒドロ虫類の検討」（保
育社，1967）にはじまり「相模湾産ヒドロ虫類」（丸善，1988），さらに崩御後の「相模湾産ヒドロ虫類Ⅱ（有鞘類）」（丸善，
1995）にいたる 9 編のご著書（いずれも単著）のなかで，33 種もの新種を記載なさっている。この 33 種はパナマ産の 1 種
をのぞきすべて日本産で，とくに相模湾からのものが多い。











日本の戦後復興の象徴的イベントである東京オリンピック開催の前年，1963 年（昭和 38 年）の 12 月発行の魚類学雑誌
11（1/2）に，「ハゼ科魚類の肩胛骨について」（On the scapula of gobiid fishes）という論文が載っている。著者は「明仁親王」
（Prince Akihito），これが今上陛下のハゼ類についての最初の論文である。魚類にも肩帯があり，胸鰭を支えている。肩胛骨
はその構成要素のひとつであり，陛下（当時は皇太子殿下）はアリザリンでこの肩帯を染色してご観察，肩胛骨の有無と形
態によって，観察された 67 種のハゼ科魚類が 3 型に分けられることを記述されている。
この論文を皮切りに，陛下はハゼ類（スズキ目ハゼ亜目）の分類について，単著あるいは共著で多数の原著論文と著書・





新種を記載するとき，その研究分野における功績者の名を学名とすることである。たとえば G. R. Allen と J. E. Randall とい




1976 年（昭和 51 年），当時は皇太子であらせられた陛下は，目黒勝介・現侍従との共著で，「Glossogobius sparsipapillus, a
new species of goby from Vietnam」（ベトナムから採集されたウロハゼ属の 1 新種 Glossogobius sparsipapillus）と題する論文を
魚類学雑誌 23（1）に発表された。この記載のもととなった標本は，ベトナム南部メコンデルタのカントー市を流れるカン
トー川の支流で採集された 5 尾とバサック川からの 1 尾で，前者の 5 尾は魚類生理学の大御所である川本信之先生によって
採集されたもの，後の 1 尾のほうは私が採集者である。当時この地のカントー大学農学部では日本政府の研究・教育協力プ











































の系統関係を論議されている。論文は 1989 年の魚類学雑誌 36
（1）に「Ayanomiya Fumihito: Morphological comparison of the









学から理学博士の学位を受けられている。学位論文のタイトルは「Molecular phylogeny of junglefowls, genus Gallus and































つい最近の 2008 年（平成 20 年）12 月，「Gene」の 427 巻に「Evolution of Pacific Ocean and the Sea of Japan populations of
the gobiid species, Pterogobius elapoides and Pterogobius zonoleucus, based on molecular and morphological analyses」という論文が
掲載された。著者は 11 名ですべて日本の研究者，第 1 著者は今上陛下（明仁天皇），第 2 著者は秋篠宮殿下である。研究対
象はハゼ科のキヌバリとチャガラの 2 種，形態がよく似た近縁種である。どちらも日本の沿岸海域でふつうにみられ，太平
洋側にも日本海側にも分布している。ただし太平洋と日本海のキヌバリは形態に差異があり，昔は別種とされたこともあっ
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